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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「 Ｃ Ｓ Ｒ 」 と は

「CSR」とは Corporate Social Responsibility の頭文字をとった表現で、日本語で
は「企業の社会的責任」と一般的に言われます。

「CSR」という言葉自体は新しく海外から来たものですが、もちろん、日本企業はこ
れまでにも社会に対してさまざまな貢献を通して社会的責任を果たしてきました。た
とえば、製品やサービスの提供、雇用の創出、税金の納付、メセナ活動（芸術文化の
支援）などが挙げられます。

しかし、企業の社会的責任（CSR）の定義や範囲は時代とともに移り変わるものです。
近年は、従来とは違った角度から企業の社会的責任が議論されています。その背景に
は、「マルチ・ステークホルダー・エコノミー」と呼ぶべき新たな時代の到来があり
ます。企業と何らかの利害関係を有する主体はすべてステークホルダーです。

ステークホルダーには、顧客、株主、従業員のほか、取引先、地域住民、求職者、



投資家、金融機関、政府など、実に多くの主体が含まれます。特に、広域に多店舗を
展開するフランチャイズ・ビジネスは、これらのステークホルダーそれぞれとの関係
をこれまで以上に大切にし、具体的かつ実効性のある配慮行動をとることの重要性が
増しているのです。現代企業に求められる社会的な責任は、従来の経済的あるいは法
的な企業の責任を大きく超えた概念にまで広がったと言えます。

産業界では、CSR を企業に新たな強みを与える鍵として積極的に活用しようという
動きが広がっています。特に欧州では「CSR＝企業の競争力強化」という位置づけが
一般的に受け入れられつつあり、大企業を中心に CSR への自主的な取り組みが盛んに
なってきています。

そればかりか、国の産業政策として CSR を推進しようとする国まで現れています（
イギリス、フランスなど）。日本でも、グローバル企業を中心に CSR に対する新たな
アプローチは既に始まっています。CSR は今後の企業経営にとって重要なキーのひと
つです。

近年では相次ぐ企業不祥事の影響を受けて、企業の社会的責任（CSR）への関心が
高まっています。企業に対して、法令や社会的規範を遵守した事業活動の遂行、経営
の透明性の向上が求められています。

また、利害関係者と公正な取引を行うとともに取引の選択に必要な情報を積極的に
開示し、さらに意見のやり取りを通して、各利害関係者と良好な関係を築いていくこ
とも、今後の企業評価に大きな影響を与えるでしょう。

不祥事により消費者の信頼を失うケースが相次いでいます。こうした企業の中には、
市場からの退場を余儀なくされたものもあります。その結果、企業に対する消費者の
信頼は総体的に揺らいでいるといえます。

企業が消費者からの信頼を獲得するためには、自主行動基準の策定・運用のみなら
ず、より具体的な企業姿勢の変革も求められます。特に、製品・サービスの安全性や
適正表示に関する消費者の関心は非常に高く、より広範な情報提供に対する消費者の
ニーズに応える必要があります。

経営理念協同体であるフランチャイズ・ビジネスに於いては、本部が CSR に取り組
み、それを加盟店に広める事で、消費者をはじめとするステークホルダーからの信頼
を獲得していくことが、大切であると考えます。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 １８ 回 -----
【 ラ・プエンテ(LA PUENTE) <5> 】

----------------------------------------------------------------------------

今回も引き続き、「ラ・プエンテ」地区の特徴あるレストランをご紹介しましょう。

［主なレストラン <3>］



◎BLACK ANGUS（カジュアル・レストラン）☆☆

「ブラック・アンガス」のバーラウンジは、ステンドグラスで素敵な雰囲気を醸し
出しています。ダイニング・エリアは、ステーキハウスのカジュアルな雰囲気を表現
するのにウッデイな感覚とレンガを使用した壁面で巧にデザインされています。

前菜はステーキ向けに、ズッキーニのフライ、皮つきポテト、モッツァレラ・チー
ズのフライなどが数多くそろえています。料理としては、ベスト・コンビネーション
と銘打って、ステーキとシーフード、チキンとシーフードの組み合わせなど、他にな
い個性的なメニューをつくりあげています。

しかし、何といっても、プライム・リブとステーキは U.S.D.A.の最高の品質を取り
揃えています。かつては、ステーキ一辺倒でしたが、「ライト＆ヘルシー」志向が急
上昇しているので、シーフード類も価値観あふれるメニューが用意されています。

◎GARCIA（カジュアル・レストラン）☆

「ガルシア・オブ・スコッツデール」と銘打っているように、メキシコと国境を接
するアリゾナ州の都市フェニックスに住むメキシコ人のガルシアのキッチンで、約 50
年前のレシピを主体にしたメキシコ料理のレストランです。アメリカではエスニック
料理の関心が高まっていて、特にメキシコ料理は群を抜いて人気が高く、完全にアメ
リカに土着しています。

「ガルシア」は、特に「カジュアル・レストラン」と称しているように、建物の雰囲
気が良く、さらに店内の雰囲気は、テラスづくりのバーラウンジ、ダイニングはユニ
ークなデザインで、民族衣装や民芸品が飾られていて、音楽も軽やかで親しみがある
ので人気を高めています。

料理は、独特のスパイスで味付けされていて、盛り付けの美しさを誇っているが、
その割合に価格の安さが人気を高めています。

◎VELVET TURTLE（カジュアル・レストラン）☆☆☆

「ベルベット・タートル」は「ラ・プエンテ」地区レストラン・クラスターの集客
力の中心を担うレストランです。店舗の外観は、シックな上にゴージャスで、店内の
ダイニング・ルームは、書斎風、テラス風、応接間風といったように区分して、個室
を思わせるコーナーを設けて、イギリスのチェダー調でエレガントな雰囲気を醸し出
しています。

料理は、シーフードとステーキですが、特にチキンと仔牛の料理は、「ライト＆ヘ
ルシー志向」のお客様に人気が集まっています。タートル・クラシックと銘打ったプ
ライム・リブ、ダックはとても美味しいと好評を博しています。シーフード料理も品
質が高く、スカロップ、プロウン、ロブスターがメニューとしては抜群です。

エレガントなユニフォームを着たウエイトレスのホスピタリティあふれる接客サー
ビスは、「カジュアル・レストラン」というより「アンビアンス・レストラン」と称
したほうが良いほどです。「カジュアル・レストラン」といいますのは、「カジュア
ルな雰囲気も素晴らしく、メニューが豊富で、家族全員で会話を楽しめるレストラン」



のことです。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ２０ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (２)

今回は、マクドナルド兄弟から最終的に権利を買い、現在の「マクドナルド」とい
う「ハンバーガー・エムパイアー」を築きあげた「レイ・Ａ・クロック」についてご
紹介しましょう。

<2>レイ・Ａ・クロックの登場
レイ・Ａ・クロックは、1902 年 10 月５日にシカゴ郊外オーク・パークに生まれまし

た。近隣住民の大半はドイツ人かスラブ人でした。ここでは、ボヘミアからの移民は
「ボーハンク」と呼ばれ、その多くは家畜場か工場で働いていました。クロックもま
た「ボーハンク」でしたが、その中から、シカゴベアーズのオーナーであるジョージ
・ハラスやシカゴ市場のアントン・セルマックが出ていることは、クロックに大きな
自信を植え付けていました。

クロックの祖母が４人の子供を連れてアメリカに渡ってきたのは、1890 年代の初頭
のことで、大黒柱の祖父はヨーロッパの動乱で失っていたのでした。クロック一家は、
文字通り死にもの狂いで生きていかなければなりませんでした。クロックの父親も、
12 歳の時から働きに出ていたのでした。

父のルイス・クロックは、ウエスタン・ユニオン（電報会社）に勤めていました。
そして、ゆっくりではありましたが、確実に昇進していきました。その父は、学校を
第８学年度で退学したため、クロックには、どうあっても高校を終えるように厳しく
申し渡すのが常でありましたが、彼は勉強が苦手で、しかし、母親のピアノのレッス
ンには興味を持ちました。

クロックが高校２年を終えた春（1917 年４月）に、アメリカは第１次世界大戦に参
戦しました。当時、誰もが「OVER THERE」という歌をうたっていたので、クロック
もヨーロッパ行きの思いはやみがたく、両親を説き伏せて学校を中退（15 歳）して、
年齢を偽って赤十字に入りました。その動機は、赤十字に入れば自動車の運転が覚え
られるという理由でした。偶然にも、かのウォルト・ディズニーもそこにいました。

やがて、クロックは上級士官のカクテル・パーティでピアノを見事に演奏してみせ、
ミュージック専任という特別任務を与えられ、ワインとステーキが楽しめる優雅な日
々が、赤十字を去る日まで続きました。ところが、クロックがフランス向けの船に乗
る寸前に、停戦条約が結ばれてしまいました。

戦後、クロックはピアニストとセールスの仕事を掛け持ちで働きました。1922 年に



リリー・チューリップ社のセールスマンになり、昼間は紙コップを売り、夜はラジオ
局でピアノを弾いていました。1920 年代中頃には、リリー・カップ社を辞めてフロリ
ダに移り、不動産事業を始めました。しかし、1926 年の土地暴落で再びピアノ弾きに
戻りました。

その後、初心に帰ってリリー・チューリップ社のセールスに戻り、売上を上げるこ
とに精を出し、トップセールスマンになりました。彼は紙コップの売上を増やすため
に、マルチミキサーの販売を思いつきましたが、会社は許可をしませんでした。そこ
で、クロックは当時 37 歳で、独立に踏み切りマルチミキサーの全国販売権を入手し、
1939 年にプリンス・キャッスル・セールス・デビジョン社を設立し、ソーダー・ファ
ンテンのチェーンに売り込みを始めました。

しかし、第２次世界大戦のために国内の銅の使用が禁止されて、ミキサーのモータ
ーが製造できなくなりました。戦後は好調な販売数をあげましたが、強い競争相手に
覇権を奪われたり、ソフトクリームの登場でミルクシェークの市場が激減したりして、
クロックも苦戦を強いられ、マルチミキサーに替わる商品の開発を探しましたが、な
かなか良いものが見つかりませんでした。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 フランチャイズの定義 」

----------------------------------------------------------------------------

弊研究所が発行するメールマガジンも 22 回目となり、ご購読頂く方も増えて参りま
したので、ここで改めて（社）日本フランチャイズチェーン協会が定義するフランチ
ャイズの定義についてご説明いたします。

定義：フランチャイズとは、事業者（「フランチャイザー」と呼ぶ）が、他の事業
者（「フランチャイジー」と呼ぶ）との間に契約を結び、自己の商標、サービス・マ
ーク、トレードネーム、その他の営業の象徴となる標識、及び経営のノウハウを用い
て、同一のイメージのもとに商品の販売その他の事業を行う権利を与え、一方、フラ
ンチャイジーは、その見返りとして一定の対価を支払い、事業に必要な資金を投下し
てフランチャイザーの指導および援助のもと事業を行う両者の継続的な関係をいう。

この定義によると、フランチャイズ本部は、商標、ノウハウ、継続的な指導・援助
を加盟店に与え、その対価として加盟金、ロイヤリティーを頂くことになります。い
わゆる「フランチャイズ・パッケージ」がここに成立します。（社）日本フランチャ
イズチェーン協会（JFA）に加盟するフランチャイズ本部で、正会員・準会員の資格
を得ている本部は、上記の「フランチャイズ・パッケージ」が一定のレベルで完成さ
れています。

ほとんどのフランチャイズ本部が商標、ノウハウの一部を提供していますが、継続
的な指導・援助については、なかなか出来ていないのが現状といわれています。本部
が発展するためには、加盟店の発展が必要不可欠な条件と考えると、一定のレベルで



フランチャイズ・パッケージを完成させているＪＦＡの正会員・準会員の本部が発展
していることも納得できます。

「この本部の加盟店になったら儲かる」と信じて加盟してくる希望者を、精一杯指
導・援助できる本部を目指して頂きたいとおもいます。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．リクルート アントレフェア in 東京
「有望フランチャイズ大研究」

日 時 7 月 6 日 日曜日 15 時 15 分 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 東京ビッグサイト西３ホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、有望フランチャイズの
見分け方、フランチャイズ本部と上手に付き合う方法など、専門家
ならではのチェックポイントを公開。また、弊社のフランチャイズ
加盟サポートシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 7 月 11 日 金曜日 13 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、



フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 7 月 19 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

若葉が鮮やかに映え、心地よい風が漂う５月から、じめじめとした梅雨の時期でも
ある６月に入りました。

うっとうしいこの季節ですが、季節に限らず、私たちの人生には、自分の意志によ
ってどうにかなるものと、どうにもならないものがあります。世の中がどんなに豊か
で便利になっても、すべてを思い通りに生きることは不可能です。

有名な「日々是好日」という語があります。ちなみに「にちにちこれこうにち」と
読むそうです。この言葉は、ままならぬ浮き世をどういう心もちで過ごせば好日にな
るかを問うているのです。

この言葉、「人間万事塞翁が馬」に通じる部分があります。好い日とか悪い日とか
いっても、それはどこまでも、自分にとって都合の好い日であり、自分にとって都合
の悪い日です。つまり、すべて自分の都合という物差しに合うか、合わないかという
尺度で物を見ているということです。



自分にとってどんなに都合の悪いことが起きても、自分の損得勘定の物差しを離れ
て、貴重な体験、貴重な反省の機会として受け止められたら、悪い日がそのままで良
い日に転換するというものです。

現代社会に生きる我々ビジネスマンも都合の悪いことや失敗の連続です。赤字、倒
産、業績悪化、事業整理等々、新聞紙上も暗い話題が多い今日この頃です。だからこ
その「日々是好日」です。

「楽しきと思うふが楽しきの基なり」これは、松平定信の言葉です。「晴れた日は
晴れを愛し 雨の日は雨を愛す 楽しみあるところに楽しみ 楽しみなきところに楽
しむ」これは作家の吉川英治さんが読み砕いたものです。

煩悩の塊である我々凡人には難しいことですが、せめて言葉の意味ぐらいは知って
いたほうがよさそうです。

梅雨の季節です。さて、あなたは梅雨空をながめてどう思われますか。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp
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